
    

 

                      

                      

飲
み
放
題
と
カ
ラ
オ
ケ
で
、
暑
い
夏
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！ 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

「暑 

気 

払 

い
」開
催
！ 

会
員
じ
ゃ
な
く
て
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！
友
人
や
ご
家
族
と
是
非
！ 

 

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
中
も
暑
く
て
寝

苦
し
い
、
朝
か
ら
汗
び
っ
し
ょ
り
、
そ
ん
な
夏
に
負
け
な
い

で
元
気
に
夏
を
乗
り
切
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
恒
例
の
暑
気
払

い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
は
「
楽
し
い
こ
と
は
み
ん
な
で
！
」
と
い
う
こ
と
で
、

会
員
の
皆
様
ば
か
り
で
な
く
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
友

人
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
っ
て 

お
ら
れ
る
方
に
セ
ン
タ
ー
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
味
あ
わ
せ
た

い
、
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
勧
誘
し
た
い
方
が
い

る
、
た
ま
に
は
家
族
も
つ
れ
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
、

友
人
や
ご
家
族
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

塩
川
地
区
、
山
都
地
区
か
ら
も
バ
ス
送
迎
い
た
し
ま
す
！ 

 

当
日
は
バ
ス
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
会
員
同
士
、
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
期 

 

日 
 

七
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
五
時
～
午
後
七
時 

会 
 

場 
 

道
の
駅 

喜
多
の
郷 

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ
る
さ
と
亭
」 

会 
 

費 
 

３
，
５
０
０
円 

申
し
込
み 

 
会
費
を
添
え
て
、
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

締 
 

切 
 

七
月
二
十
四
日
（
火
）
期
限
厳
守
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

  
喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
五
月
二
十

八
日
（
月
）
、
厚
生
会
館
に
お
い
て
平
成
三
十
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
八
十
五
名
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の
一
年
間
の
成
果

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
に
地
域
に
貢
献

で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
向
け
て
、

会
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
事
業
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

役
員
改
選 

藤
本
理
事
長
を
再
任 

 

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
の
改
選
も
行
わ
れ
、
役
員
選
考
委
員
会
が
提
案
し

た
理
事
・
監
事
候
補
者
全
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
臨
時
理

事
会
に
お
い
て
、
互
選
に
よ
り
藤
本
容
子
理
事
長
が
再
任
さ
れ
、
二
期
目
の
藤
本

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

理
事
長 

 

藤
本
容
子 

 
 

副
理
事
長 

湯
田
康
男 

 

江
花 

章 

常
務
理
事
兼
事
務
局
長 

 

坂
内
孝
夫 

理 

事 
 

加
藤 

勇 
 

蓮
沼
清
明 

 

飯
塚
達
雄 

 

齋
藤
美
枝
子 

五
十
嵐
守
利 

伊
藤
義
雄 

 

手
代
木
正
美 

小
汲
康
浩
（
市
産
業
部
長
）

監 

事 
 

大
竹
正
則 

 

菊
地
廣
明 

総
会
の
詳
細
は
、
「
会
報
」
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

※配分金支払日 ６月分 ７月３１日（火） 
平成３０年７月１日現在・会員総数３７０人  男性２５８人  女性１１２人 
 



 

 

九
月
十
四
日
（
金
） 

午
後
一
時
三
十
分 

 

八
月  

十
日
（
金
） 

午
後
一
時
三
十
分 

 

七
月
十
三
日
（
金
） 

午
後
一
時
三
十
分 

今
後
の
予
定 

会
員
１
人
１
名
入
会
運
動
に
ご
協
力
を
！ 

 
会
員
拡
大
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
が
一
番
で
す
！ 

 

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
を
通
し
て
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
の
期
待
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
様
々
な
仕

事
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
不
足
に
よ
り
期

待
に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
も
度
々
あ
り
、
会
員
の
拡

大
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

六
十
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
元
気
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
役
時
代
に
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
活
か
し
た
仕
事
が
で
き
ま

す
し
、
新
た
な
分
野
で
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
方
も
無
料
で
研
修
が

受
講
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
入
会
さ
れ
た
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
の
入
会
に
至
る
傾
向
を
見

て
み
ま
す
と
、
会
員
の
紹
介
と
い
う
方
多
く
、
口
コ
ミ
の
効
果
が
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
ご
友
人
へ
の
働
き
か

け
を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
暑
気
払
い
に
で
も
誘
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

 毎
月
第
２
金
曜
日
、
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
『
入
会
説
明
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

◆
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！
◆ 

 

「
熱
中
症
」
は
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る

こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
調
整
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
体
内

に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
屋
外
だ
け
で

な
く
室
内
に
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う 

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
が
高
齢
者
で
す
！ 

ま
し
ょ
う
！ 

そ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び 

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
！ 

意
識
が
な
い
！ 

 

な
お
、
今
年
は
万
が
一
の
た
め
に
、
全
シ
協
が

進
め
て
い
る
「
熱
中
症
見
舞
金
制
度
」
に
加
入
い

た
し
ま
し
た
。 

 

室
内
で
も
、
屋
外
で
も
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ

な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
、
塩
分
等
を
補
給
す

る
こ
と
で
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

 

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整

機
能
も
低
下
し
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 



                      
７
月
か
ら
９
月
は
事
故
が
多
い
時
期
、 

                      

安
全
は
自
ら
守
る
意
識
が
最
重
要
で
す 

就
業
中
や
就
業
途
上
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う 

 

健
康
で
元
気
に
働
き
続
け
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ

と
は
安
全
の
確
保
で
す
。
し
か
し
、
安
全
は
誰
か
が
守

っ
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
就
業
を

す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
常
に
自

ら
の
安
全
に
対
す
る
意
識
を
も
っ
て
、
油
断
す
る
こ
と

な
く
安
全
を
第
一
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
事

で
す
。 

安
全
に
細
心
の
注
意
を
！

 

昨
年
度
の
県
内
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
故
発
生
を
見
ま
す
と
、
傷
害
事
故
の
５
０
％
強
が

７
月
～
９
月
に
か
け
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
７
月
を
「
安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
」
と
位
置
付
け
て
、
事
故
撲
滅
に
向
け
て
注

意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。 

「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
油
断

や
、
気
の
ゆ
る
み
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
常
に
安
全
を
第
一
に
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
事
故

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☆
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！
☆ 

 
 

健
診
結
果
の
コ
ピ
ー
を
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い 

 

毎
年
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
健
康
診

断
の
案
内
が
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
診

断
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

病
気
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
肝
要
で
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
健
診
の
受
診

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
健

康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
、
健
診
結
果
の
コ
ピ
ー

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
全
シ
協
の
方
針
と
な
っ
て
お
り
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
健
康
な
状
態
で
就
業
し
て
い
た

だ
く
こ
と
、
万
が
一
に
も
健
康
状
態
に
よ
る
事
故

を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
発
注
者
の
方
々
へ
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
務
局
が
会

員
の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
を
把
握
し
適
正
な
就

業
の
配
置
を
行
う
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
健
康
診
断
は

必
ず
受
診
し
、
結
果
を
必
ず
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



  
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
得
た
配
分
金
収
入
等
に
対
す
る
所
得
税
の

取
り
扱
い
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

１
．
配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上
『
雑
所
得
』
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
雑
所

得
の
金
額
は
原
則
と
し
て
雑
所
得
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
額
で
す
。
従
っ
て
、
配
分
金
収
入
に
係
る
必
要
経
費
の
額
は
、
六

十
五
万
円
以
上
あ
る
場
合
、
配
分
金
収
入
か
ら
必
要
経
費
の
全
額
を
控
除

と
し
ま
す
。 

２
．
し
か
し
、
必
要
経
費
の
額
が
六
十
五
万
円
未
満
の
場
合
は
、『
租
税
特
別

措
置
法
』
第
二
十
七
条
の
適
用
に
よ
り
、
六
十
五
万
円
を
上
限
と
し
て
控

除
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
収
入
金
額
を
限
度
と
し
ま
す
。） 

３
．
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
会
員
は
、
配
分
金
収
入
と
は
別
に
公
的
年

金
等
控
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。 

４
．
給
与
収
入
の
あ
る
会
員
は
、
最
低
六
十
五
万
円
（
た
だ
し
収
入
金
額
を

限
度
と
し
ま
す
）
の
給
与
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

配
分
金
収
入
に
係
る
控
除
額
は
、
六
十
五
万
円
か
ら
給
与
所
得
を
控
除
し

た
残
額
が
限
度
で
あ
り
ま
す
。 

 

【
必
要
経
費
の
額
が
六
十
五
万
円
未
満
の
場
合
の
例
示
】 

 [

設
例]

 

あ
る
セ
ン
タ
ー
会
員
（
六
十
六
歳
）
の
年
間
収
入
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

①
配
分
金
収
入 

五
十
二
万
円
（
う
ち
交
通
費
な
ど
の
必
要
経
費
十
万
円
） 

②
給
与
収
入 

 
 

十
八
万
円
（
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
よ
る
短
期
就
職

期
間
の
賃
金
） 

③
公
的
年
金
収
入 

百
五
十
万
円 

 

⑴
（
配
分
金
収
入
及
び
給
与
収
入
に
係
る
所
得
の
控
除
） 

（
最
低
保
障
額
）
（
給
与
所
得
控
除
額
）
［
雑
所
得
（
配
分
金
所
得
）
分

の
最
低
保
障
額
］ 

六
十
五
万
円 

― 

十
八
万
円 

 
 
 

＝ 
 

四
十
七
万
円 

（
最
低
保
障
額
の
残
額
）
（
配
分
金
収
入
）
［
雑
所
得
（
配
分
金
所
得
）

分
の
特
例
経
費
］ 

四
十
七
万
円 

〈 
 

五
十
二
万
円 

 

→ 
 

四
十
七
万
円 

→ 

最

低
保
障
額
の
残
額
で
頭
打
ち
従
っ
て
、
こ
の
場
合
五
十
二
万
円
―
四
十

七
万
円
＝
五
万
円
が
控
除
後
の
所
得
と
な
り
ま
す
。
→
（
Ａ
） 

⑵
（
公
的
年
金
収
入
に
係
る
雑
所
得
の
控
除
） 

百
五
十
万
円
×
１
０
０
％
―
百
二
十
万
円
＝
三
十
万
円 

割
合
や
控
除
額
に
つ
い
て
は
、「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
速
算
表
」

（
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）
か
ら
算
出
し
て
く
だ
さ
い
。
従
っ
て
、
こ
の

場
合
三
十
万
円
が
控
除
後
の
所
得
と
な
り
ま
す
。
→
（
Ｂ
） 

⑶
（
基
礎
控
除
） 

配
分
金
収
入
、
給
与
収
入
、
公
的
年
金
収
入
に
係
る
所
得
控
除
後
の
所

得
合
計
額 

（
Ａ
）
＋
（
Ｂ
）
＝
三
十
五
万
円
―
三
十
八
万
円
（
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
の

で
ゼ
ロ
）
（
基
礎
控
除
） 

従
っ
て
、
こ
の
会
員
の
場
合
、
課
税
所
得
は
な
い
の
で
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
な
お
、
配
分
金
収
入
、
給
与
収
入
、
公
的
年
金
収
入
以
外
の
収
入
が
あ

る
場
合
の
所
得
控
除
及
び
そ
の
他
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
喜
多
方
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
２
４
―
５
０
５
０
） 

※
配
分
金
支
払
調
書
が
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
お
こ
し
下
さ
い
。 

こ
ん
な
お
仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
就
業
情
報
！

(
 

屋
外
作
業 

)
 

◆
除
草
作
業 

内 

容 
手
作
業
で
の
草
む
し
り 

配
分
金 
８
５
０
円
／
時
間 

◆
機
械
除
草 

内 

容 

刈
払
い
機
で
の
草
刈 

配
分
金 

１
３
０
０
円
／
時
間 

◆
剪
定
作
業 

 

内 

容 

樹
木
等
の
剪
定 

 

配
分
金 

９
０
０
円
～
１
１
５
０
円 

 

（ 

屋
内
作
業 

） 

◆
こ
ど
も
園
簡
易
業
務
〈
急
募
〉 

 

内 

容 

山
都
・
高
郷
こ
ど
も
園
の
清
掃
他 

 

配
分
金 

７
６
０
円
／
時
間 

◆
施
設
管
理
業
務 

内 

容 

学
校
用
務
員
・
こ
ど
も
園 

配
分
金 

７
６
０
円
／
時
間 

◆
店
舗
内
軽
作
業
（
派
遣
） 

 

内 

容 

カ
ー
ト
・
カ
ゴ
回
収
作
業 

 

配
分
金 

８
０
０
円
／
時
間
（
３
時
間
） 

※
配
分
金
は
目
安
で
す 

 

◆
◇
講
習
会
情
報
◇
◆ 

○
公
園
等
の
維
持
管
理
作
業
講
習 

募
集
期
間 

六
月
二
十
五
日
（
月
）
～
七
月
十
二
日
（
木
） 

日 
 

程 

七
月
二
十
七
日
（
金
）
～
八
月 

一
日
（
水
）
４
日
間 

会 
 

場 

会
津
総
合
運
動
公
園
あ
い
づ
総
合
体
育
館 

会
議
室 

他 

内 
 

容 

公
園
等
の
維
持
管
理
作
業
に
従
事
す
る
た
め
の
基
本
技
術
講
習 

（
刈
払
機
取
扱
資
格
取
得
・
整
枝
剪
定
の
基
本
を
学
び
ま
す
） 

受 

講 

料 

無 

料 

定 
 

員 

二
十
名
程
度
（
申
込
み
多
数
の
時
は
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

○
施
設
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習 

募
集
締
切 

七
月
十
九
日 

日 
 

程 

八
月
二
日
（
木
）
～
八
月
三
日
（
金
）
２
日
間 

会 
 

場 

喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

内 
 

容 

未
経
験
者
で
も
習
得
で
き
る
室
内
清
掃
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す 

受 
講 

料 

無 

料 

定 
 

員 

十
五
名
程
度
（
申
込
み
多
数
の
時
は
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

対 

象 

者 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
す
る
六
十
歳
以
上
の
方 

問
合
わ
せ
・
申
込
先 

福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
０
２
４-

５
２
１-

６
０
８
１
） 

喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 

（
０
２
４
１-

２
３-

１
３
１
３
） 

※
受
講
の
可
否
の
お
知
ら
せ
は
締
め
切
り
後
郵
送
に
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す 

☆
会
員
就
業
相
談
日
☆ 

毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
三
時
～ 

○
「
別
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
」 

○
「
も
っ
と
仕
事
が
し
た
い
」 

○
「
こ
ん
な
仕
事
に
興
味
が
あ
る
」 

な
ど
な
ど
就
業
に
係
る
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。 

遠
慮
な
く
お
越
し
下
さ
い
。 

お
祭
り
用
軒
花
作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

 

今
年
も
お
祭
り
用
軒
花
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

喜
多
方
の
お
祭
り
を
彩
る
軒
花
作
り
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
ど
な
た
で
も
で
き
る
簡
単
な
作
業
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
御
自
宅
で
も
作
業
で
き
ま
す
。 

作
成
目
標
は
一
万
二
千
本
で
す
。 

 

お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。 


